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これまで、大韓民国国立文化財研究所と日本国独立行政法人国立文化財機構奈良

文化財研究所は、文化財に対する研究と保存を目的として、研究員を相互に派遣

しあう交流を進めてきました。ただ、残念なことに今までの交流は人的な交流、

遺跡踏査などの断片的な交流にとどまらざるをえませんでした。

このような限界を脱し、数十年以上つちかってきた相互理解による友好関係を基

礎として、両研究所は2005年 に、2005年 12月 から2011年 3月 までの 7ケ 年計画の

韓日共同研究を推進することを協約するに至 りました。この共同研究は、両研究

所が関心をもつ文化財を対象として、より深みのある学術調査研究を試みるため

の象徴的な第一歩となりました。

今回の機会を通じて、両国の研究員達はより幅広く相互交流に参与することがで

きるようになりました。のみならず、より計画的かつ体系的な調査 と現地訪問、

研修が可能となり、研究の機会が広がっております。このような共同研究の計画

の一環として、第1次の共同研究論集のテーマは、相互の協議によって、「韓国の

古代王京並びに日本の古代都城の形成と発展過程」に決定いたしました。

今回の『韓日文化財論集 I』 は、これまでの成果をまとめた論文集です。韓日の

都城制および苑地の比較研究、古代の建物l■の整備方法、都城や寺址出土遺物の

比較研究など多様な内容を扱っています。

この論文集が基礎となり、2009年度の第 2次論文集では、より大きな研究成果が

実を結ぶと確信してお ります。今後も、私たちの研究所と奈良文化財研究所は、

共同研究を着実に進め、友好関係をさらに誠実なものとしていく一方で、研究の

範囲や質的な側面についても、絶え間なく高めていく考えです。

共同研究は、両研究所の学術的な潜在力を高めるための触媒であり、互いに発展

していくために重要な役割を果たすものと信 じて疑いません。末筆なが ら、忙 し

いさなか、優れた研究論文を提出していただいた両研究所の研究員達に感謝の意

を表します。

大韓民国国立文化財研究所長

金 奉 建

2007年 12月


